
これからのストックマネジメント
～O&Mとの連携～

下水道ストックマネジメント

下水道ストックマネジメントは、『長期的な視点で下

水道施設全体の今後の老朽化の進展状況を考慮し、

リスク評価等による優先順位付けを行った上で、施設

の点検・調査、修繕・改築等を実施し、施設全体を対

象とした施設管理を最適化すること』を目的としていま

す*1。

健全度

健全度とは『評価する対象物が有する機能、状態の

健全さを示す指標であり、状態監視保全施設の診断

の際に修繕、改築等の対策手法の判断を行うための

もの』です*１。設置当初の状態を”５”、劣化して機能

が停止する状態を”１”として５段階で判定しています。
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1.下水道のストックマネジメント

2.健全度評価

これまで

これまでは５年１回程度の頻度で、自治体から委託

を受けたコンサルタントが目視調査や既存情報の確

認、運転管理者からのヒアリング等にもとづき定性的

な評価を行ってきました。

例えば表.1に示すように錆の程度や範囲などの外観

目視調査の結果を数値化するような評価が行われて

きました。

これから

これからは定期点検の情報や、修繕・改築履歴など

の情報を活用した健全度評価を行います。

表.2に示すようなO&M *2から得られる情報を収集し、

データを蓄積・分析することにより健全度を算出しま

す。多くの情報から健全度を算出することで状態監視

の精度を高め、より信頼性の高い評価が可能となりま

す。

より信頼性の高
い健全度評価

運転・点検情報
修繕・故障履歴

（O&M）

外観目視調査
（コンサルタント）

定性的な
健全度評価

表.1 健全度判定表（例）

外観目視による

調査が中心

*1 下水道事業のストックマネジメント実施に関するガイドライン-2015年版-
*2 O&M：Operation and Maintanance（オペレーション＆メンテナンス）運転及び保守点検を行う事業

数年に一度しか評価を行わな

いため、直線近似であった

常時評価を行うため現時点の健

全度を把握可能に

部品交換による
健全度上昇

O&Mから得られる

情報を活用

表.2 日常点検項目（例）
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3. 設備台帳システムを用いた健全度算出

タブレットで運転管理情報を入力

タブレットによる点検・調査では

点検結果の入力や写真撮影はも

ちろんのこと、点検手順や点検箇

所を表示するアシスト機能を有し、

効率的な点検作業が可能となり

ます。また、修繕や部品交換等も

タブレットから入力可能です。

データを蓄積・分析し健全度算出

収集した各種データはクラウドサー

バーを介して社内DBに蓄積され、機

器の健全性に影響を与える情報を

分析し、健全度を算出します。

2

タブレットで点検・写真記録*3

弊社では、信頼性の高い健全度評価にもとづく適切な状態監視をおこな

い、ストックマネジメントの最適化によるライフサイクルコストの削減と持続可

能な施設の運営を支援していきます。そのために、これからはO&Mとの連

携強化に取組んでいきます。

設備台帳システム(Blitz GROW)

弊社のクラウド型上下水道施設

設備台帳システム(Blitz GROW)

は設備の情報を一元管理し、

データの蓄積により設備の状態

を把握、施設の計画的な運営を

支援するシステムです。

4.これからのストックマネジメント

点検作業の効率化

タブレットを用いた点検・調査で

は、手順や箇所等の詳細を示すこ

とで点検・調査レベルの統一と作業

の効率化を目指します。

信頼性の高い状態監視

運転管理から得られるさまざまな

情報を活用することで健全度の信

頼性を高め、 施設の状態を適切に

把握することを目指します。

ライクサイクルコストの低減

施設の状態を適切に把握すること

でストックマネジメントの最適化を図

り、さらなるライフサイクルコストの削

減を目指します。

Blitz GROWの機能の1つである

点検アプリにより、運転管理情報

の入力が可能です。

Blitz GROW機能（抜粋）

＜点検情報＞

・振動
・異音
・温度
・吐出量、圧力
・電流値
・回転数
・腐食範囲など

＜修繕履歴＞

・部品交換

・給脂頻度

・その他

*3 タブレットの入力イメージの詳細は

次項以降に添付しています。

点検項目をタップすると
点検手順が表示されます。

蓄積・分析

社内DB
情報入力

タブレット

クラウド

収集・保存

健全度
算出

健全度
算出

ポンプの場合 (例）
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健全度の例*1

健全度の例

補足資料

数値を直接入力数値を直接入力

タブレットによる入力情報の例（数値入力）



補足資料
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タブレットによる入力情報の例（選択入力）

点検結果をプル
ダウンより選択

点検結果をプル
ダウンより選択

前回の点検結果
を採用する際に

使用

前回の点検結果
を採用する際に

使用

水漏れ

ﾎﾞﾙﾄ緩み

無

タブレット端末で
写真を撮影

タブレット端末で
写真を撮影

点検項目点検項目

タップすると点検手順を表示させます。

＜ﾎﾟﾝﾌﾟ（水漏れ、ﾎﾞﾙﾄ緩み） 点検手順＞

①青矢印部や周囲の水漏れの有無を確認する

②赤色の矢印で示すボルトの緩みを確認する

③緩みがある場合は締める

④水漏れやボルトの緩みが改善されない場合は

当該部の写真を残す

作業効率の向上と点検・調査レベルの均質化が可能となり、点検精度の向上が期待されます。


